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バ
イ
オ
リ
ン
体
験
教
室
参
加
者

募
集
♪

　
群
馬
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
（
旧
玉
村
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）
で
は
、
年
長
〜

高
校
生
を
対
象
に
し
た
バ
イ
オ
リ

ン
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
楽
器
初
体
験
の
人
や
、
楽
譜
が

読
め
な
い
人
で
も
大
丈
夫
！
　
ご

希
望
が
あ
れ
ば
保
護
者
も
一
緒
に

演
奏
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
①
６
月
17
日（
月
） 

②
６

月
24
日
（
月
） 

③
７
月
1
日

（
月
）
　
④
７
月
8
日
（
月
）

⑤
※
７
月
15
日
（
月
・
祝
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

場
所
　
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

　
ふ
る
ハ
ー
ト
ホ
ー
ル

　
⑤
※
は
、
体
験
会
参
加
者
に
よ

る
発
表
会
と
修
了
式
、
団
員
に
よ

る
演
奏
と
交
流
会
を
予
定
。

費
用
　
５
回
体
験
コ
ー
ス
5
，

0
0
0
円
、
別
途
教
材
費
3
，

0
0
0
円
（
教
材
費
に
は
楽
器

レ
ン
タ
ル
代
含
む
）

※
た
だ
し
、
家
族
で
ご
参
加
の
場

合
、
２
人
目
は
5
，
0
0
0
円

（
教
材
費
な
し
）
と
な
り
ま
す
。

持
ち
物
　
鉛
筆
、
上
履
き

申
し
込
み
　
６
月
10
日
（
月
）
ま

で
に
、
電
話
番
号
、
名
前
、
学

年
、
身
長
（
バ
イ
オ
リ
ン
貸
出

　３月３日に実施したひな祭りは初めて計画した行事で、
各家庭で長年飾られなくなった昔の雛人形を持ち寄って
展示を行いました。当日は、最近めったに見られなくなっ
たチンドン屋（高崎チンドン倶楽部）によるチンドンの楽
しさ、演技の楽しさを肌で感じ、来年も期待しているとい
う声をいただき楽しい一日となりました。これからもいろ
いろ計画していきますので、ぜひご参加ください！

居場所参加の皆さんの声居場所参加の皆さんの声居場所参加の皆さんの声

　今月は、角渕公民館で行われている「ふれあい角渕」の紹介です。月曜日に書道教室、火曜日に舞踊教室、水曜日に筋
トレをしています。また、カラオケ教室が盛んで、三つのグループが大声で歌い気分転換を図っています。また、第二・第四
火曜日には手芸教室をしています。季節の行事も開催しており、３月３日にはひな祭りを行いました。

に
必
要
）
を
次
の
ア
ド
レ
ス
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。

　tam
am
urajr@

yahoo.co.jp 

（
担
当
：
永
井
）

問
い
合
わ
せ
先
　

　
団
長
：
加
賀
美
圭
介

　
☎
０
９
０
（
９
３
４
７
）
２
６

５
１

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
７
月

の
講
習
会
募
集
案
内

講
座
名
　
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

入
門
（Jim

do

編
）
」

概
要
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
サ
ー

ビ
ス
「Jim

do

」
を
使
用
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
方

法
を
習
得
す
る
講
習
で
す
。

日
時
　
７
月
４
日
（
木
）
、
11
日

（
木
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

受
講
料
　
９
，
６
０
０
円

定
員
　
10
人
　

応
募
締
切
　
６
月
13
日
（
木
）

持
参
物
　
筆
記
用
具
、
テ
キ
ス
ト

講
座
名
　
「
簿
記
入
門
」

概
要
　
簿
記
の
基
礎
知
識
を
習
得

す
る
講
習
で
す
。
企
業
に
お
け

る
簿
記
の
考
え
方
を
理
解
し
た

い
人
や
、
簿
記
初
級
の
検
定
受

験
を
検
討
し
て
い
る
人
向
け
の

内
容
で
す
。

日
時
　
７
月
17
日
（
水
）
、
24
日

（
水
）
、
31
日
（
水
）
、
８
月

７
日
（
水
）

　
午
後
６
時
〜
９
時
15
分

受
講
料
　
９
，
６
０
０
円

定
員
　
15
人

応
募
締
切
　
６
月
26
日
（
水
）

持
参
物
　
筆
記
用
具
、
テ
キ
ス
ト
、

電
卓

※
定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、

講
習
開
催
初
日
の
２
週
間
前
ま

で
募
集
を
延
長
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
持
参
物
の
詳
細
は
、

前
橋
産
業
技
術
専
門
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
場
所
　
前
橋
産
業
技
術
専
門

校
（
前
橋
市
石
関
町
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http:

　//w
w
w
.m
aetech.ac.jp

※
そ
の
他
に
も
講
座
が
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
前
橋
産
業
技
術
専
門
校
　

　
☎
０
２
７（
２
３
０
）２
２
１
１
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教
材
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）
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。

持
ち
物
　
鉛
筆
、
上
履
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申
し
込
み
　
６
月
10
日
（
月
）
ま

で
に
、
電
話
番
号
、
名
前
、
学

年
、
身
長
（
バ
イ
オ
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ン
貸
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　玉村町と友好交流都市である長野県山ノ内町は、ユネスコエコパークに指定されている「志賀高原」、温泉に入る
猿（スノーモンキー）で有名な「湯田中渋温泉郷」などを有する観光の町であるとともに、果樹栽培を中心とした農
業が盛んな町でもあります。
　「志賀高原」からの清流と澄んだ空気、また、昼夜の寒暖差や土地の標高差などの条件を生かし、生産者の巧みな
栽培技術によって育てられた山ノ内町の農産物は、高品質でおいしいと市場でも高い評価を受けています。
　山ノ内町では、りんごやぶどう等の果樹の他、菌茸・野菜・蕎麦など、さまざまな農産物が栽培されていますが、
この度、農作業における人手不足を補う取り組みとして、農繁期にお手伝いいただける「援農ボランティア」の募集
を開始しました。
　援農ボランティアは無償で農作業をお手伝いいただくものであり、観光を目的とした農業体験ではありませんが、
農業に興味のある人、おいしい農産物ができる過程を学んでみたい人はぜひご参加をお願いします。
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１

　
こ
ん
に
ち
は
。玉
村
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
戸
井
田
　
裕
希

（
と
い
だ
　
ゆ
う
き
）で
す
。今
回

は
先
月
号
の
続
き
で
、角
渕
地
区

の
山
田
早
苗
さ
ん
ご
家
族
が
保
存

し
続
け
て
い
る
製
粉
機
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
小
麦
粉
は
石
臼
挽
き
で
で
き
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、人

間
の
倍
以
上
あ
る
背
丈
の
製
粉
機

で
挽
か
れ
て
い
ま
し
た
。九
州
か

ら
機
械
を
買
い
、守
り
続
け
て
い

ま
す
。「
損
得
は
別
。体
が
動
け
る

う
ち
は
や
り
た
い
」と
山
田
さ
ん

は
言
い
ま
す
。今
は「
こ
の
機
械
が

動
く
う
ち
は
続
け
た
い
」と
娘
さ

ん
が
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　
売
り
は
、絹
挽
き
で
あ
る
こ
と
。

今
で
は
５
年
く
ら
い
も
つ
ス
テ
ン

レ
ス
製
の
ふ
る
い
が
多
い
中
、1

年
に
2
回
は
取
り
換
え
が
必
要
な

絹
の
ふ
る
い
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。手
間
が
か
か
る
の
は
明
ら
か

で
す
が
、「
機
械
屋
か
ら
も
ス
テ
ン

レ
ス
製
を
進
め
ら
れ
た
が
、う
ち

は
絹
だ
か
ら
と
断
っ

た
。絹
は
高
い
け
ど
、

食
べ
て
み
る
と
や
は

り
周
り
か
ら
評
判
が

良
い
」と
山
田
さ
ん
。

ご
家
族
の
優
し
さ
と
、

絹
挽
き
の
細
か
い
粉

の
優
し
い
イ
メ
ー
ジ

が
重
な
り
ま
し
た
。

事
を
始
め
る
の
は
大

変
で
す
が
、続
け
て
い
く
の
も
大

変
。そ
れ
を
や
っ
て
い
る
こ
と
が

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ

可
能
な
限
り
続
け
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

　
今
で
も
、玄
麦
の
製
粉
と
玄
米

の
製
粉
・
精
米
が
で
き
ま
す
。有
料

で
、通
年
受
け
入
れ
可
能
。昭
和
レ

ト
ロ
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
製
粉

機
が
保
管
さ
れ
て
い
る
の
は
町
内

で
は
こ
こ
だ
け
と
聞
き
ま
す
。ぜ

ひ
、歴
史
的
価
値
の
あ
る
製
粉
機

を
、皆
さ
ん
や
学
生
さ
ん
に
見
て

ほ
し
い
で
す
。「
こ
う
や
っ
て
小
麦

粉
が
で
き
て
い
る
」と
い
う
こ
と

を
知
れ
ば
、食
べ
残
し
も
な
く
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。挽
き
た
て

の
絹
挽
き
小
麦
粉
で
、久
し
ぶ
り

に
手
打
ち
う
ど
ん
で
も
い
か
が
で

す
か
？

○
所
在
地
：
角
渕
5
4
0
1
―

2

○
直
接
お
店
に
玄
麦
・
玄
米
を
ご

　
持
参
く
だ
さ
い
。

○
時
間
が
合
え
ば
製
粉
の
様
子
も

　
見
学
で
き
ま
す
。

玉村町地域おこし協力隊 検索

「玉村グルメかるたの旅」　
公式ブログ

玉村町地域おこし
協力隊公式Twitter

長野県山ノ内町で「援農ボランティア」してみませんか長野県山ノ内町で「援農ボランティア」してみませんか長野県山ノ内町で「援農ボランティア」してみませんか

○16歳～80歳までの人　　○農作業に興味のある人、やる気のある人
○農作業に必要なもの（作業着、手袋、長靴、帽子など）は各自でご準備ください。
○援農ボランティアの交通費、食事代などの費用は自己負担となります。
○援農ボランティアに対する報酬はありません。
○援農ボランティアの保険は、山ノ内町がボランティア保険に加入します。

お申し込み・お問い合わせ
　長野県山ノ内町役場 農林課 農業振興係
　〒３８１－０４９８　長野県下高井郡山ノ内町大字平穏３３５２－１　☎０２６９－３３－３１１２
　E-mail：shinko@town.yamanouchi.lg.jp　URL：http://www.town.yamanouchi.nagano.jp/norin/ennou.html

　なお、希望する場
合は登録が必要とな
りますので、詳しくは、
山ノ内町公式ホーム
ページをご覧ください。


